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エアロビック指導歴が「10 年以上 15 年未


















































































































指導者に指導を依頼し，必ず実施していた．   
指導者 A は体操競技の専門知識の指導か
ら段階的にエアロビック競技の特性に合致
するように実施方法を改善し調整していた． 
【考察と総合的結論】 
本研究は，エアロビック競技の採点規則
の改訂に伴う指導上の課題に対する指導者
の認識及び取り組みの現状と，課題解決の
成功事例から課題解決の要因について検討
した．検討課題①では，アンケート回答者
全員が他競技からの学びを必要とし，特に
体操競技から基礎的なトレーニングの学び
を必要とし取り入れてる指導者が多かった．  
しかしながら，体操競技指導者から情報
を得ながら競技フロア無しの日常的な練習
場で自分自身が指導している指導者が多い
ため，「指導法・理解の不十分」，「選手に合
った指導が不十分」としており，情報は不
十分としていた．体操競技から基礎的なト
レーニングの学びを必要としていることか
ら連携を希望しているが「金銭的負担」，「体
操・新体操未経験者の指導上の難点」への
課題が多く，連携に至っていなかった． 
検討課題②では指導者 A は，国際大会の
観戦を機に規則改訂前に体操競技からの学
びが必要だと認識し，知人であった体操競
技指導者に専門知識の指導を依頼した． 
当初は，指導者 B の体操クラブで体操選
手と一緒にトレーニングを行い，次第にエ
アロビック特性に合致するようトレーニン
グ内容を調整し，実施方法を改善していた． 
これらのことから，指導者 A は必要な解
決策を必ず実施できる方法を探索し必ず実
施し，段階的に実施方法を改善することが
課題解決につながる要因だと考えられた． 
また，指導者の人的ネットワークが影響
を与えていることも知見でき，情報交換を
多様できることが幅広い解決策の探索につ
ながることも示唆された． 
【本研究からの提言】 
① 課題に直面する以前から，指導者はより
良い指導ができるよう情報収集に努め
る必要がある． 
② 人的ネットワークを拡大し，情報を交換
して多様することで幅広い解決策を探
索できるよう促す． 
③ 指導者自身に不足している知識は専門
家に依頼し，連携体制を段階的に改善し
ながら調整することが必要である． 
④ JAFは，より良い指導ができるよう情報
を提供し，人的ネットワークの拡大につ
ながるよう専門家から得た情報に対す
る指導者の役割を明確にし，連携体制を
支援することが求められる． 
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